
 

 

 「家を建てたい」「店舗を建てたい」「アパートを建てたい」「宅地を造成し

たい」「道路をつくる」。このしおりは、これらの事業等を計画されている事業

者や施主の皆様の埋蔵文化財の手続きに関する疑問にお答えするために作成しま

した。 

 皆様には、日頃から文化財保護にご協力いただいているところですが、このパ

ンフレットにより事務手続きについて一層ご理解をいただき、あわせて文化財保

護について認識を深めていただければ幸いです。 

前橋市教育委員会 

埋蔵文化財のしおり 

 

【二之宮八王子古墳発掘調査風景】 



 

 

１ 埋蔵文化財 

▼埋蔵文化財とは 

 文化財保護法（以下「法」という）により「土地に埋蔵さ

れている文化財（埋蔵文化財）」と定義され、その保護のた

めに規定が設けられています。文化財が埋蔵されている土地

を「埋蔵文化財包蔵地」といい、一般に「遺跡」と呼ばれて

います（以下「遺跡」という）。 

 埋蔵文化財には、住居跡や古墳などの不動産に類する「遺

構」と、土器や石器などの動産に類する「遺物」がありま

す。 

 

▼遺跡の保護の必要性 

  遺跡は、耕作等により遺物の一部が地表に現れることがあ

りますが、通常人目に触れない状態にあるため、誰にも知ら

れないうちに破壊されてしまう可能性が高いものです。さら

に、一度破壊されてしまうと元に戻すことが不可能という性

質を持ちます。 

 遺跡は、様々な価値を持つ文化財が長い間、土地に保存さ

れてきたものであり、地域の歴史や文化を明らかにするうえ

で大切な情報をもたらすものです。また、特に重要と判断さ

れれば、遺跡や遺構は特別史跡や史跡等に、遺物は国宝や重

要文化財等に指定されることにもなる貴重な歴史遺産です。 

 

２ 埋蔵文化財の取扱い 

▼遺跡の照会 

 事業等を企画・計画している方は、事業計画地が遺跡に該

当しているかどうかを確認してください。次の方法で確認で

きます。 

（１）文化財保護課へのお問い合せ 

 指定の書式に必要事項を記入し、位置図と併せてFAX又は

電子メールにてお問い合せください。書式は、前橋市ホーム

ページ－[便利な機能・申請書ダウンロード]－[文化財保護

課]－[埋蔵文化財申請書]－[様式１埋蔵文化財包蔵地等照会

書]をお使いください。どなたでも照会可能です。 

（２）インターネット 

 事業等の企画段階では、群馬県のWebサイト「マッピング

ぐんま」において、大まかな確認をすることができます。

マッピングぐんま－[観光・文化・文化財情報]－[遺跡]をご

覧ください。ただし、最新の情報が反映されていない可能性

がありますので、構想がある程度具体化しましたら、（１）

の方法でお問い合せください。 

 

▼遺跡内で工事をする場合 

 遺跡内で建築・土木工事をする場合、法第９３条により、

工事着手日の６０日前までに届出をしなければなりません。

市教育委員会は、届出書に添付される工事の内容を示す図面

等を確認のうえ、確認調査や協議を実施し、工事に対する指 

導事項を決定します。 

 

 

▼遺跡の取扱いについて 

 遺跡の取扱いには、次の３つの方法があります。極力、遺

跡を破壊しない方法をご検討ください。 

①地区除外 

 確認調査の実施により遺跡が確認された範囲では掘削を伴

う工事をせず、遺跡が確認されなかった場所に新たに計画す

るものです。 

②現状保存 

 確認調査の実施により明らかになった遺跡がある深さから

上３０㎝を保護層として掘削を行わない工事内容に変更する

ことにより、遺跡をそのままの形で保存するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③記録保存 

 工事の掘削により遺跡の破壊が避けられない場合や恒久的

な工作物の設置により埋蔵文化財と人との関係が絶たれる場

合、原因者の費用負担による発掘調査を実施して記録を後世

に残すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/
http://www.city.maebashi.gunma.jp/
http://mapping-gunma.pref.gunma.jp/pref-gunma/Portal?dtpold=&npg=%2Fpref-gunma%2Ftop%2Fselect.asp&npr=dtp%3D86%2Fpl%3D3&mid=86
http://mapping-gunma.pref.gunma.jp/pref-gunma/Portal?dtpold=&npg=%2Fpref-gunma%2Ftop%2Fselect.asp&npr=dtp%3D86%2Fpl%3D3&mid=86


 

 

建築・土木工事に伴う埋蔵文化財関係の手続きの流れ 



 

 

▼遺跡地に該当するかどうかの照会について 

 以下の記入例を参考に必要事項を記入し、位置図と併せてFAX又は電子メールにてお問い合せください。確認後、FAX又は電

子メールにて回答します。標準的な処理時間は開庁日ベースで1日から2日です。開庁日でも終業（17：15）後に提出された場

合は、翌開庁日を1日目とします。 

※史跡・名勝・天然記念物にあてはまるかどうかもお知りになりたい場合は、その旨を備考欄にご記入ください。 



 

 

▼法第９３条第１項の規定による届出について 

 遺跡内において建築・土木工事をする場合、法第９３条第１項の規定により、工事着手日の６０日前までに「埋蔵文化財発掘

の届出」をしなければなりません。ここでいう「発掘」とは、遺跡内における工事のことを指し、発掘調査を意味するものでは

ありません。書式は、前橋市ホームページ－[便利な機能・申請書ダウンロード]－[文化財保護課]－[埋蔵文化財申請書]－[様式

３埋蔵文化財発掘（工事）届出書]をお使いください。添付書類と併せて１部を文化財保護課へ提出してください。 



 

 

▼法第９３条第１項の規定による届出に対する回答について 

 市教育委員会は、必要に応じて確認調査や設計変更の協議を実施し、建築・土木工事に対する指導事項を通知します。確認調

査や協議を要しないものであれば、届出を受理してから１週間程度で回答文書を送付します。 

 

「発掘調査」 原因者の費用負担による発掘調査を実施して記録を後世に残します。 

「工事立会」 工事が遺跡に影響を及ぼす恐れがあるが、工事区域の面積が狭小の場合、工事中に職員が立会い、 

      簡易な調査を行います。該当の工事日程が決まりましたら、文化財保護課へご連絡ください。 

「慎重工事」 遺跡であることに留意して慎重に工事してもらい、遺物等を発見したら文化財保護課へ連絡して 

      もらいます。 



 

 

▼埋蔵文化財試掘・確認調査について 

 遺跡の有無を把握するための部分的な調査を試掘調査、遺跡の範囲や深さ等を把握する部分的な調査を確認調査といいます。

試掘・確認調査に係る費用は市教育委員会が負担します。試掘・確認調査の実施を依頼する場合、「様式２埋蔵文化財試掘・確

認調査について（依頼）」を添付書類と併せて１部を文化財保護課へ提出してください。前橋市ホームページ－[便利な機能・申

請書ダウンロード]－[文化財保護課]－[埋蔵文化財申請書]からダウンロードできます。なお、施主・事業主と地権者が異なる場

合は「試掘・確認調査承諾書」も必要です。 

 試掘・確認調査の実施までは2週間から1か月程度かかります。調査終了後、約1週間で結果を送付します。 



 

 

 

試掘・確認調査承諾書 

 

※ 申請者と地権者が異なる場合に記入して下さい。 

 

工事予定地 面 積 氏  名 住    所 

 

前橋市大手町二丁目 

１２－１ 
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☆申請者と地権者が異なる場合に記入

してください。 

地権者が法人の場合、法人名・代表者氏

名を記入のうえ、代表者印を押印してく

ださい。※個人の場合は、自署又は記名

押印 

▼埋蔵文化財調査の模式図 

 埋蔵文化財試掘・確認調査では、工事による掘削範囲にトレンチを設定し、重機を使用して表土を掘削し、発掘調査の必要性

や発掘調査に係る範囲を決定します。 



 

 

３ 発掘調査の実施 

▼発掘調査の実施 

 市教育委員会は、工事区域に存在する遺跡の取扱いに係る

調整協議を経ても、遺跡の破壊が避けられないという結論に

至った場合は、原因者に対して記録保存のための発掘調査

（以下「発掘調査」という。）の実施を指示します。 

 原因者には発掘調査費用の負担と発掘調査期間の保証をし

ていただきます。実際の発掘調査作業は、市教育委員会が紹

介する民間調査組織と委託契約を締結することにより、実施

することになります。 

 

▼発掘調査に係る手続きと流れ 

（１）発掘調査仕様書の提示及び民間調査組織の紹介 

 市教育委員会は、試掘・確認調査の結果に基づき、想定さ

れる遺構数量や調査期間等を算定のうえ、発掘調査仕様書を

作成し、これを「群馬県内の記録保存を目的とする埋蔵文化

財の発掘調査における民間調査組織導入事務取扱要綱」第９

条による一覧表登録の民間調査組織に開示します。民間調査

組織は、仕様書を踏まえ発掘調査実施計画書を作成し、市教

育委員会へ提出します。実施計画書の内容を確認のうえ、適

正な民間調査組織を複数紹介します。 

（２）民間調査組織の選定 

 開発事業者は市教育委員会から紹介された複数の民間調査

組織の中から契約組織を選定し、委託契約を締結します。 

（３）三者協定の締結 

 市教育委員会は民間調査組織が行う発掘調査を監理する立

場になることから、開発事業者・民間調査組織・市教育委員

会の三者で発掘調査の基本事項に関して協定を締結します。 

（４）発掘調査の届出及び発掘調査承諾書 

 民間調査組織は、発掘調査を実施する場合、法第９２条に

より発掘調査着手３０日前までに届出をしなければなりませ

ん。この届出には土地所有者の発掘調査承諾書を添付するこ

とになっています。 

（５）発掘作業 

 市教育委員会による進行状況・調査内容の適正性の監理を

受けながら、民間調査組織は発掘作業を実施します。 

（６）発掘作業終了の確認 

 開発事業者・民間調査組織・市教育委員会の三者立ち会い

のもと、発掘作業の完了を確認します。この確認で問題がな

ければ、工事に着手することができます。 

（７）埋蔵物発見届 

 発掘調査によって出土した埋蔵物は、遺失物法の適用対象

となり、民間調査組織は、発掘調査終了日から７日以内に所

管警察署長あてに届出なければなりません。届出を受けた警

察署は、市教育委員会に埋蔵文化財提出書を提出します。市

教育委員会が埋蔵物を鑑査のうえ、文化財と認定した場合、

その帰属は群馬県教育委員会となります。土地所有者に対し

て文化財認定及び帰属通知が送られます。 

 

 

（８）整理作業 

 市教育委員会による進行状況・調査内容の適正性の監理を

受けながら、民間調査組織は出土遺物や記録類の整理作業を

実施し、学術的な発掘調査報告書を作成します。 

（９）整理作業終了の確認 

 民間調査組織からの発掘調査報告書提出により作業終了を

確認します。開発事業者が負担する費用は、発掘作業から発

掘調査報告書刊行までです。 

（１０）発掘調査報告書の公開 

 発掘調査報告書は、市立・県立図書館、他市町村教育委員

会及び大学等研究機関に配布するほか、奈良文化財研究所の

Webサイト「全国遺跡報告総覧」において報告書PDFファイ

ルを公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

http://sitereports.nabunken.go.jp/ja 

 

http://sitereports.nabunken.go.jp/ja


 

 

発掘調査の流れ 



 

 

○重要な遺跡エリア 

 史跡や古墳・城館の土塁等地表に顕在している遺跡のほか、下図にある前橋市０１１８遺跡（国指定史跡「山王廃寺」をエ

リア内に含む）・０１４２遺跡（推定上野国府域）・０９２９遺跡（東山道駅路）を重要な遺跡と考えており、発掘調査を実

施する可能性が高いためご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ピンクの網掛け部分は試掘・確認調査又は発掘調査実施箇所です。試掘・確認調査のみの場合は、発掘調査を実施する可能

性があります。試掘・確認調査及び発掘調査実施済み範囲は平成24年3月末時点のものです。 

 

 

 



 

 

○主な発掘調査実施済みエリア 

※ピンクの網掛け部分が発掘調査済みの箇所 

 

▼「芳賀東部団地遺跡」 

 鳥取町・小坂子町・五代町のそれぞれ一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「芳賀北部団地遺跡」 

 嶺町・勝沢町・小坂子町・高花台のそれぞれ一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「芳賀西部団地遺跡」 

 鳥取町の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「小原目遺跡」 

 旧富士見村大字漆窪字北小原目ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

▼「柳久保遺跡Ⅰ～Ⅷ」 

 鶴が谷町のそれぞれ一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「南部拠点地区遺跡群№１～８・１０・１１」 

 新堀町・下阿内町・亀里町・鶴光路町のそれぞれ一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「中原遺跡群Ⅰ～Ⅶ」 

 上増田町・笂井町・今井町のそれぞれ一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「五代江戸屋敷遺跡」「五代木福Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ遺跡」

「五代竹花遺跡・Ⅱ遺跡」「五代深堀Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡」「五

代伊勢宮Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ遺跡」 

 五代町の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ピンクの網掛け部分が発掘調査済みの箇所 

※発掘調査済み範囲は平成24年3月末時点のものです。 

 



 

 

○よくあるご質問 

 

Q1：様式3「埋蔵文化財発掘（工事）の届出について」は、

埋蔵文化財包蔵地内であれば、どんな工事であっても提出し

なければならないのですか？ 

A1：規模の大小を問わず、掘削・切土・盛土・穿孔など土地

の形状変更を伴う工事は、全て提出が必要です。 

 

Q2：発掘調査の費用は誰が負担するのですか？ 

A2：原因者負担の考え方に基づき、埋蔵文化財の現状保存を

不可能とする原因となった工事主体者（＝施主・事業主）に

費用を負担していただきます。なお、施主本人が住むための

個人住宅を建築する場合には、市が費用を負担します。ま

た、試掘・確認調査の費用は、市が負担します。 

 

Q3：包蔵地内で工事をする場合、必ず発掘調査を実施しなけ

ればならないのですか？ 

A3：工事に伴う掘削が浅く、埋蔵文化財に及ぼす影響が少な

い場合は、発掘調査を実施する必要はありません。工事に

よって埋蔵文化財に影響を及ぼす恐れがある場合や道路等恒

久的な工作物を造る場合は、まず試掘・確認調査を実施し、

埋蔵文化財の有無や範囲を確認のうえ、発掘調査の要否を判

断します。 

 

Q4：過去に発掘調査が実施されたことがある包蔵地で工事を

行なう場合も、様式3の届出書を提出しなければならないので

すか？ 

A4：文化財保護法において、届出書の提出を省略できる規定

はありません。また、発掘調査が実施されたことがある土地

でも、敷地全体を調査しておらず、地下に遺跡の一部が保存

されている場合や、完全な記録保存が行われていない場合な

どがあるため、届出書の提出が必要です。 

 

Q5：過去に造成工事が行われた、又は建物が建っているよう

な包蔵地でも様式3の届出書を提出しなければならないのです

か？ 

A5：Q4と同じ理由で届出書の提出が必要です。 

 

Q6：発掘調査を行う場合、どのくらいの費用がかかります

か？ 

A6：遺跡の種別や密度により様々です。実際の発掘調査費用

は、市教育委員会が施主・事業主に紹介する民間調査組織か

ら見積書を徴取していただくまでわかりません。近年、前橋

市の公共工事に伴い民間発掘調査組織に委託して行った発掘

調査の費用は、報告書刊行までの費用を含め、1㎡当たり1万

円～3万円程でしたが、状況により増減することがあります。 

 

 

 

 

 

Q7：発掘調査を行う場合、どのくらいの期間がかかります

か？ 

A7：遺跡の種別や密度により様々です。近年、前橋市の公共

工事に伴い民間発掘調査組織に委託して行った発掘調査の標

準的な期間は、埋蔵文化財試掘・確認調査の依頼から実施ま

でが1か月、発掘調査の依頼から民間調査組織の紹介までが1

か月、発掘現場作業が調査面積1,000㎡で2～3か月程です。

なお、条件によりこれ以上に期間を要する可能性がありま

す。 

 

Q8：埋蔵文化財調査の結果、出土したものは誰のものになり

ますか？ 

A8：調査により発見された埋蔵物は落し物として扱われ、遺

失物法第4条第1項に基づき、発見者は所轄警察署に発見届を

提出します。警察署の公告の後、6か月以内に所有者が判明し

ない場合は、都道府県の帰属となります（遺失物法第37

条）。 

 

Q9：包蔵地外における工事に先立ち試掘調査が必要だと言わ

れましたが、なぜですか？ 

A9：包蔵地外であっても埋蔵文化財調査を実施していない場

所については、未知の遺跡が存在する可能性があります。文

化財保護法第96条では、埋蔵文化財を発見した場合はその現

状を変更することなく遺跡発見の届出をすることが義務づけ

られており、工事中の発見は工事を中断することになりま

す。あらかじめ試掘調査を実施することにより、工事の中断

を避けるとともに、一般の方には確認が難しい埋蔵文化財の

発見に努めるものです。 

 



 

 



 

 

 

【文化財保護課 案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

前橋市教育委員会事務局 

文化財保護課 埋蔵文化財係 

〒３７１－０８５３ 

群馬県前橋市総社町三丁目１１番地４ 

電話: ０２７（２８０）６５１１ 

FAX: ０２７（２５１）１７００ 

電子メール: bunkazai@city.maebashi.gunma.jp 

ホームページ：http://www.city.maebashi.gunma.jp/ 

         [施設・組織]－[文化財保護課] 


